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水分のとろみが必要な患者さんへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様





【なぜとろみが必要か】

飲み込む機能が低下した患者さんは、お茶や水のような液体を上手に飲みこみづらくなります。

液体はのどを流れるスピードが速く、誤って気道に入りやすくなり、むせてしまいます。液体にとろみを

つけることで口の中でまとまりやすくなり、のどを流れるスピードがゆるやかになるため、むせを防ぐことが

できます。



【とろみの付け方】

[image: ]飲み物や汁物にとろみ粉を入れ、すぐに30秒ほどかき混ぜます。

とろみが安定するまで2～3分待ちます。



【とろみ粉の種類】

[image: ]病院食で使用しているものは「ソフティアトロメリンEx」という商品です。病院の売店で購入できます。そのほかドラッグストアやスーパーで類似品が購入できますが、商品によってとろみの付き方が

変わりますので、商品の説明書をお読みの上、

使用してください。

















【あなたに必要なとろみの粘度は】　　　　　　　〇をつけてください

　　[image: ]



【どれくらいとろみをつけるのか】

・医療スタッフから伝えられた(上の表で〇をつけた)とろみの粘度に調整してください。

・濃すぎると口の中やのどに残りやすく飲みにくくなります。

・薄すぎるとむせやすくなります。



【注意点】

・とろみをつけすぎた時は・・・液体を足してください。

・とろみが薄すぎた時は・・・ダマになりやすいためとろみ粉を足さず、濃いとろみを作って足すか、

作り直しをお勧めします。

・ダマができてしまった時は、窒息の原因になりますので、取り除いてお飲みいただくか、作り直して

ください。

・煮物の煮汁、みそ汁など汁物、ジュースなどの液体にもとろみをつけてください。群馬大学医学部附属病院　嚥下回診チーム（リハビリテーション部、栄養管理部、摂食嚥下障害看護認定看護師）
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